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ひ
と 

ま
ち

ご
み
処
理
と
ぴ
っ
く
す

「
き
れ
い
な
ま
ち
、
川
越
」
を
世
界
へ
！

　
ご
み
の
分
別
意
識
が
高
ま
り
、
き
ち
ん
と
管
理
さ

れ
て
い
る
集
積
所
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
集
積
所
が

清
潔
に
片
付
い
て
い
る
と
、
ま
ち
全
体
が
き
れ
い
に

見
え
て
き
ま
す
。

　
し
か
し
中
に
は
、
収
集
日
の
前
日
か
ら
ご
み
を
出

し
、
カ
ラ
ス
や
猫
な
ど
に
荒
ら
さ
れ
た
集
積
所
を
見

か
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
適
切
に

分
別
さ
れ
て
い
な
い

ご
み
や
、
収
集
車
の
回

収
後
に
出
さ
れ
た
ご

み
が
残
っ
て
い
る
集

積
所
を
見
る
と
残
念

な
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
集
積
所
を
清
潔
に

保
つ
た
め
に
は
、
ご
み
ネ
ッ
ト
を
上
手
に
活
用
す
る

こ
と
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。

　
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ゴ
ル
フ
競

技
は
、
川
越
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
利
用
者

全
員
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
協
力
す
る
こ
と
で
、
集
積

所
を
清
潔
に
保
ち
、
き
れ
い
な
ま
ち
で
世
界
中
か
ら

の
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
。

＊
ご
み
ネ
ッ
ト
等
集
積
所
に
つ
い
て
は
収
集
管
理
課
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2
3
9
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5
0
5
8
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い

資
源
循
環
推
進
課
L
2
3
9
︲
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　同じ地域に住んでいる人同士が、助け合って生活
していこうとする考え方は、今も昔も変わっていま
せん。自治会は、清掃活動など普段からの活動を通
して一体感を高め、住みよい地域をつくっていくた
めの、最も身近な住民組織の一つです。
　このコラムでは、身近な自治会が他の団体と力を
合わせ、安全で安心して暮らせる地域づくりのため
に行っている活動を紹介していきます。
　今回は、岸町地域自主防犯ステーションを紹介し
ます。ここでは主に、岸町2丁目の旧岸町交番を活
用して、岸町1～3丁目の自治会役員、PTA 役員、
ボランティア等が地域内パトロールや登下校児童の
安全を見守るための活動を行っています。平成18

年から活動を始め、防犯プ
レートの設置、警察と協力
し青色回転灯装備車のパト
ロールによる犯罪防止の広
報活動等を行い、年金支給
月には、振り込め詐欺防止

として、町内のコンビニ ATM の見回りなども行っ
ています。このような活動を通して、一人ひとりの
防犯意識が高まり犯罪抑止効果が生まれています。
岸町地域自主防犯ステーションの活動は、地域の安
全を守る大きな力となっています。

川
越
市
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

　
皆
さ
ん
は
防
災
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
？
　
自
分
は
大
丈
夫
、
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
災
害

は
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
災
害
に

対
し
て
、
市
で
は
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
地

域
防
災
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
皆
さ
ん
の

生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
守
る
た
め
、
①
防
災
に
対
す
る

考
え
方
、
②
平
常
時
か
ら
の
備
え
、
③
災
害
発
生
時
の
対
応
、

④
災
害
復
旧
お
よ
び
復
興
計
画
な
ど
、
一
連
の
対
策
を
ま
と

防
災
危
機
管
理
課
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市
民
と
と
も
に
つ
く
る

　
　
　
　
安
全
で
安
心
な
ま
ち
川
越

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
計
画
を
実
行
し
、
災
害
の
予
防
や

被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
は
、
行
政
だ
け
の
力
で
は
で
き
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
か
ら
の

災
害
へ
の
備
え
と
地
域
の
組
織
的

な
対
応
が
大
き
な
力
と
な
り
ま

す
。
特
に
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
方
、
乳
幼
児
が
い
る
家
族
へ
の

支
援
に
は
、
地
域
の
協
力
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
防
災

と
い
う
共
通
の
目
的
を
持
っ
て
結

成
さ
れ
る
自
主
防
災
組
織
の
育
成

や
強
化
、防
災
に
対
す
る
意
識
や
知
識
の
普
及
啓
発
を
図
り
、

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
体
制
の
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

防災訓練でのパーテーション組
み立ての様子
防災訓練でのパーテーション組
み立ての様子

市民活動支援課L224－5705
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皆
さ
ん
は
、
総
合
計
画
を
ご
存
知
で
す
か
？
総
合
計
画

と
は
、
市
民
と
行
政
に
と
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
の
指
針
と
な
る
も
の
で
、
目
指
す
べ
き
将
来
都
市
像

を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
目
標
や
必
要
な
施
策
を
定

め
る
も
の
で
す
。
現
在
は
、
平
成
27
年
度
を
目
標
年
次
と

す
る
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
次
期
総
合
計
画
の
策
定

を
進
め
る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
た
分
か

り
や
す
い
計
画
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ

デ
ィ
ア
な
ど
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
く
「
エ

リ
ア
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
を
市
内
の
全
公
民
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、各
地
域
の「
魅

力
や
課
題
」、「
将
来
、
力
を
入
れ
る
べ
き
こ
と
」
に
つ
い

て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
テ
ー
マ
ご
と
の
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、

交
通
、
子
育
て
や
高
齢
者

福
祉
な
ど
に
力
を
入
れ

る
べ
き
と
の
意
見
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
聴
く
た
め
に
、

気
軽
に
参
加
で
き
る
取

り
組
み
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

　
計
画
策
定
の
状
況
な
ど
は
、
今
後
も
広
報
川
越
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

未
来
に
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け
て
①
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策
企
画
課
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次
期
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す

　4月になり暖かさが増し、入学式や入社式
など新たな出会いが始まる時期になりまし
た。制服やスーツに身を包んだ若人の姿を見
ると、3月の卒業式が思いだされます。川越
市には、小学校32校、中学校22校、高等学
校1校、特別支援学校1校の合計56校の市
立学校があり、学校の設置者として卒業式に
は市から必ず出席しています。各小学校と
各中学校はそれぞれ同じ日に卒業式を行うた
め、私は毎年、行く先の学校を替えて順番に
出席し、その他の学校については副市長や部
長などが出席しています。
　私はこれまで小学校・中学校5校ずつの卒
業式に出席しました。学校によって少しずつ
違いがありますが、いずれも厳粛で感動的な
卒業式でした。以前、卒業式で歌う曲は「仰
げば尊し」や「蛍の光」が定番でしたが、最

近は「旅立ちの日に」を歌う学校が多いよう
です。中学校では、かなりハイレベルな合唱
を聞かせてくれるところが多く、今年、出席
した大東中学校の卒業式でも、卒業生の合唱
の素晴らしさに感心させられました。
　特別支援学校では、毎年「旅立ちの日に」
の他に、「そのままの君で」「郷愁歌」という
題名の歌を卒業生、在校生が歌います。2曲
とも、卒業式で初めて聞いた歌でしたが、歌
詞やメロディーが子どもたちの純真な心その
ものを表現していて、大変感動しました。
　また、在校生の「送ることば」に対する、
卒業生の「別れのことば」も立派なものが多
いという印象があり、この5年間の間にも中
学校・市立高校で、大人顔負けのしっかりし
た答辞に、たびたび聞きほれたことがありま
す。「今どきの子どもたちは…」という否定
的な評価をしている人たちにも、ぜひ聞いて
いただきたい内容でした。
　卒業式に出席していつも思うのは、この子
どもたち全員がそれぞれ幸せな人生を送って
ほしいということと、先輩である大人として、
また地方行政に携わるものとして、なすべき
ことをしっかりやらなければならないという
ことです。

36　最近の卒業式に想う
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